
広島沿岸海岸保全基本計画変更検討委員会（第１回）議事概要 

 

1. 日時 

 令和７年９月 10 日（水）15：00～17:00 

 

2. 場所 

 広島県庁収用委員会室（北館５階） 

 

3. 委員 

 別紙のとおり 

 

4. 議事概要 

（１）変更の要旨について 

 事務局より変更の要旨について説明 

 

（２）変更項目について 

 事務局より変更項目について説明 

 

（３）気候変動を踏まえた防護水準について 

 事務局より気候変動を踏まえた防護水準（案）について説明 

・広島港域以外における見直し後の防護水準は、既往最高潮位に 21 世紀末の気候変動を考

慮した海面水位及び台風による影響を加えた高さとする方針（40～60 ㎝程度の上昇）につ

いて、特段の異議はなかった。 

・広島港域における防護水準は、現行計画高※の方が、既往最高潮位に 21 世紀末の気候変動

を考慮した海面水位及び台風による影響を加えた高さより高いことを踏まえ、今回の変更に

おいては見直しを行わず、今後の気候変動の動向等により、適宜、見直しを行う方針につい

て、特段の異議はなかった。 

※広島港域の現行計画高は、日本の他地域に来襲した最大規模の台風（伊勢湾台風規模）が危

険なコース（ルース台風経路）で広島に来襲した場合の想定最高潮位を基に設定しており、広

島港域以外の現行計画高は、実際に来襲した台風時の既往最高潮位を基に設定している。 

・海岸侵食への対応について、気候変動による影響を注視しながら、汀線の保全や回復を図

る方針について、特段の異議はなかった。 

 

（４）今後のスケジュールについて 

  事務局より計画策定までのスケジュールについて説明 

 

（５）その他 

  その他、委員からの主な意見は以下のとおり 

・海面上昇により海浜が減少するため、防護だけでなく、利用面についても、計画の見直し

を検討する必要があるのではないか。 

・気候変動予測は今後も更新されるものと考えられるため、今回の見直し後も必要に応じて

計画の見直しを検討するべきではないか。 

   

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討委員会の開催状況 
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